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(Abstract)

The OisO hills are situated in the central part Of the HOnshu island,facing southward tO the

Pacinc ocean. They are considered to be the eastern margin of the Green TuII Region.

In the OisO hills, the Miocene rocks are largely cOvered by the PliOcene and PleistOcene rocks,

and their distribution is liinitted only to a few isolated mountains. The Miocene K5raiyama group,

the basement rocks of the OisO hills forming a few isolated mountains,shows a cOmplicated f。 lded
structure. The folding axis extends frOm NEE tO S― ,and the anticlinal part cOrresponds t。 lnountains
in some places. The KOralyama group is largely devided into two parts.  The lower part consists

mainly of dacitic tuff breccias and turfaceous shales with abOut 4∞ meters in thickness. The upper
part consists of volcanic cong10merates,sandstones and shales,attaining to more■ an 350 meters in
thickness.C力″η s cf.″ιおι″sお,which is already repor"d from the lower Miocene,Occurs in a v。 lcanic

conglomerate bed,at a point about 500 meters northeast Of Mt.TakatOri. The Takatoriyama group

can be referred to the lower to middle Miocene.

The OisO fOrmation of■ e western part of the mapped area and the TakatOriyama conglomerate

formatiOn of the eastern part of the mapped area have been considered as cOntemporaneous heterOtOpic.

The OisO fOrmation consists of well bedded tu“ aceous sandstones, accompanying mudstOnes and tuls,
and is about 500 meters in thickness.  A fossil enc10sure is observed on the beach of Nishikoiso; it
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Var.AccOrding to these fOssils,the OisO fOrmatiOn

is considered to be the nliddle PliOcene. The OisO fOrmation shows strongly folded structure,although

the Takatoriyama conglomerate formation shows a gentle basin structure.

ま え が き

1972年から約半年,京都大学理学部の卒業研究として大磯丘陵の地質調査を行なった。その結果,

不充分ながら一応の層序,構造を定め,二・三の新知見を得て成果をまとめることができた。その結
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果を整理して,こ こに報告するものである。

調査にあたり指導を願った京都大学理学部地質学鉱物学教室の石田志郎助教授,及び実地にて助言

をいただいた亀井節夫教授,その他お世話になった教室の方々に感謝の意を表する。また調査の際 ,

資料を見せていただき,さ らにここに発表の機会を与えられた神奈川県温泉研究所の方々に感謝しま

す。

地 形

調査範囲は大磯丘陵の東南部,ほぼ 5万分の 1「平塚」図幅に入る部分である。地域内にはいくつ

かの平坦面があり,大塚弥之助により分類されている。

西北部の鷹取山が最も高く219解 である。次いで千畳敷から高麗山に至る尾根が地質構造に規定さ

れたと思われるNEE― SWWの方向性をもってつらなっている。鷹販山南部もこの方向にのびる沖

積低地で限られている。この両者の間に 1∞解 ほどの高さを持つ修道院付近のなだらかな丘がある。

調査地域の西南端には割合に高い吾妻山がある。葛川の北から鷹取山々麓にかけてやはり100解 ほど

の高さのゆるやかな虫窪の丘が広がっている。

研究史

1912年に大築洋之助は本地域の地質を大磯第二系と高麗山第二系に分けて報告した。1928年 には藤

本治義が足柄第二系と三浦第三系との関連において大磯丘陵の地質をとらえようとした。

次いで1929年から1933年 まで続いた大塚弥之助の一連の論文がある。これがこの地域の基礎的で総

括的な研究報告である。1931年津屋弘達が岩石学的に大山性物質を調べた。そして岩石学的に層序を

区分することはできず,安山岩質で,堆積物中の大山性物質の量は三浦層群のそれより多いことを示

した。1949年 に藤田至則と井尻正二の研究があり,西小磯の化石床や,大磯層と鷹取山礫岩層の同時

異相関係を論じている。1954年には小島仲夫が再び全体的な調査を行なった。

以後総括的報告はないが,1965年関東ローム研究グループ,1970年 ,1972年神奈川県温泉研究所等

の報告がある。

各 議

I 中新統

高麗山層群

本地域の基盤をなすもので,高麗山,千畳敷周辺と鷹取山及び二官町西方の吾妻山に分布する。岩

相から丹沢層群や三浦半島の基盤である葉山層群と対比されて,ほぼ下部中新統とされている。私も

これに異論はない。これを私は4つの部分に分けた。

a・ 千畳敷角礫凝灰岩日 本層は高麗山から千畳敷にかけて分布する緑がかった角礫凝灰岩で,分
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表 1 大 磯 丘 陵 の 地 質 層 序 対 比 表

小 島 伸 夫 (1954) 石  黒 進 (1974)
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級成層は悪く火砕流堆積物と思われる。この角礫凝灰岩は石英安山岩～安山岩質で,角礫は lc″以下

で,基盤の頁岩や石英の多い大山体由来の安山岩である。叉鷹取山の西方には水中火砕流によると思

われる鮮やかな緑色角礫凝灰岩があり,構造,分布が不分明ながら岩質からこの千畳敷角礫凝灰岩層
に合めておく。

L 東照ケ崎泥岩層 大磯駅東方にあるナショナルエ場のそばの国道沿いに見られる凝灰質砂泥互

層を東照ケ崎泥岩層とする。小島 (1954)の 言う東照ケ崎の露頭は港湾施設工事のためか見られなく

なっているようで確認できなかった。

千畳敷の北方にも固く珪質な白い頁岩があり,ま た西方でも珪質な頁岩やきたなく変質した角礫凝

灰岩が見られる。これらをまとめて東照ケ崎泥岩層とする。層厚は400%程度である。千畳敷角礫凝

灰岩層に整合と思われるが,露出が悪く変質しているためはっきりしない点が多い。

淑l定値は少ないが両者の構造は千畳敷から高麗山の尾根を軸とした北にゆるく南に急な非対称な背

斜構造をなしていると推定される。即ち,Jヒ側は北西へ 50° 傾いているが,南側はほぼ垂直におちて

いる。千畳敷角礫凝灰岩と東照ケ崎泥岩層との境界面は,恐 らく急傾斜の層面ですべり断層となって

いるのではないだろうか。

c. 上万田安山岩層 上万田の大きな崖に砂礫層とロームにおおわれて安山岩質熔岩が露出してい

る。沸石や方解石の脈が入り,風化面はきたない緑色を呈する。基盤のグリーンタフの一部と考えら

れ,高麗山層群に含める。東照ケ崎泥岩層の上位と推定されるが,は っきりした関係はわからない。

完新世
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1:千畳敷角礫凝灰岩層
6:力磯′響

図 1 大磯丘陵東南部の地質図 (石黒1974)

2:東照ケ崎泥岩層 3:上万田安山岩層 4:谷戸層    5:鷹 取山礫岩層

7:二官層     8:万 田砂礫層   9:関 東大山灰層 10:断層
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熔岩の下には降下火山灰かと思われる黒っぽい堆積物が不規則な境界で接している。下限は不明だが

層厚はlOOw ほどであろう。

d.　谷戸層　本層は二宮町谷戸の西にある吾妻山に分布している。南斜而にはきたない感じの茶褐

色の火山傑岩～角練凝灰岩が露出する。　1 cm以下の亜角傑がほとんどである。東斜面の工事現場の大

きな崖では，緑色の火山睦岩と細粒の砂岩～泥岩がみられる。走向傾斜はN35E45N で，練岩層の中

に石灰岩が挾まれている。フジッボの殻と思われる石灰質破片の密集したもので厚さは 約2 加 で あ

る。崖のさらに上方には貝殻の破片を多く含んだ緑色粗粒砂岩がある。谷戸の北方の大きい沢には同

傾向の青灰色の泥岩がみられる。

同じものは鷹取山にも分布している。固結した凝灰質砂岩，泥岩，貝破片を含む粗粒黒色砂岩，黒

褐色角傑凝灰岩等からなる。下位との関係はロ ―ムにおおわれて不明である。鷹取山傑岩層とは不整

合及び断層で境される。構造は複雑で，鷹取山東部でほぼ垂直に傾斜し，断層付近では逆転もしてい

るようだ。この付近の角傑凝灰岩から貝化石を得た。宮城教育大学の増田孝一郎教授の鑑定では恐ら

く,  Chlamys meisensis  （MaKIYAMA ）であろうとのことである。これは日本の下部巾新統からいく

つか報告され，丹沢でも発見されているがいずれも詳しく調べられていない。一応これにより高麗山

層群を下部～中部巾新統とする。

これらの三箇所に分布する基盤岩の構造を大きくまとめてみる。南部には高麗山から吾妻山まで比

較的短く浮き沈みする背斜軸を引くことができるだろう。北部の鷹取山では沈入背斜状に基盤が露出

していると考える。この両者の間には鷹取山傑岩層が盆状構造をもって，背斜軸の南には大磯層が急

な摺曲構造をなして分布している。この地域の重力異常分布は，この地質構造と同じ傾向を示してい

るようで興味深い。

図 ２ Chlamys cf. meisensis （ＭＡＫＩＹＡＭＡ）

（ スケールは１日盛1cm ）



■4σ

Ⅱ 鮮新統

足柄層群

鷹取山礫岩層 鷹取山南の斜面から二官町にかけて分布する

厚い礫岩を鷹取山礫岩層とする。礫は丹沢起源とされ岩相から

足柄層群と対比された。弱い層理を示し,まれに褐色砂岩を合

む安山岩を主としグリーンタフもまじえる亜円礫で,数 Cπ～10

Cπ程度のものを主とし,時には∞C"以上のものもある。鷹取山

では背斜をなして基盤に不整合にのる。南部では下限不明で,

中里,虫窪付近の二官累層を囲む盆状構造を示す。 層 厚 は約

500%～ 800解 と思われる。

化石を産しないため時代ははっきりしないが藤田 (1949)は

大磯層と同時異相としている。この関係は確認できなかったが

地質構造からみて両者は基盤の尾根をはさんで,北西と南東に

同じ頃堆積したと考えて不自然ではないだろう。

三浦層群

大磯層 大磯海岸の照ケ崎及び鴫立沢等に露出する凝灰質砂

岩の粗粒細粒互層を模式として大塚 (1929)が 命名した。葛川

河口付近の海岸から西小磯切通しにも分布しており,これらは

みな急な角度 (50°～75°)で北に傾斜している。

葛川河口には泥岩も発達し,その中に,真自な中に黒い点を

散らしたような特徴的な凝灰岩がある。鏡下では,ガラスは大

部分が無色で量は多く,重鉱物は普通角閃石と紫蘇輝石が多く

て,普通輝石は少ない。この凝灰岩層は大磯層の有効な鍵層と

なる。

千畳敷南部は基盤の珪質頁岩と異なる岩相の泥岩がより南に

分布している。白色凝灰岩層も見られ,こ の部分を大磯層とす

る。基盤とは断層で接している。

千畳敷南部の大磯層の構造は複雑であるが鍵層を利用して次

のように推定した。EW性ないしはNEE一 SWW性の向斜軸

を東小磯の南傾斜部と海岸の北傾斜部との間に想定する。

大磯駅南東の丘の,傾斜のよくわからない自色凝灰岩層はこ

の向斜部で水平となっているのではないかと考える。東小機の
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Jしで背斜部を経てJヒ傾斜となるこの部分で自色凝灰岩は 2回見られるが,2つは別なものと考える。

大磯層はこのような背斜向斜構造を持ち,全層厚は,少なくとも500解 と考える。

西小磯の海岸に,安山岩礫と大きな貝化石が石灰質な砂の中に集まった礫岩が見られる。化石は,

Glycymeris Юtunda,Venericardia panda var.,Paphia(Protapes)irred市 市a MAKIYAMA等で大塚は

これを鮮新世の中頃のものとした。この地層は不整合のように見えるが,岩相がまわりの大磯層と本

質的には同じであり,弱いながら調和的な層面を持ち,ス コリア層も連続しているように見える事な

どから,井尻・藤田 (1949)を 支持してこれを大磯層の一化石床とみなす。従って大磯層は鮮新統で

ある。

また,葛川沿いの西湘バイバスの辺の泥岩中から Sagarites chitaniiを 得た。これは三浦層群では,

逗子層～野島層で産出が知られている。三浦層群との細かい対比が必要と思われるが内部構造が失な

われているため詳しいことはわからない。

Ⅲ 更新統

a. 二宮累層

a-1 切通し凝灰質砂岩礫岩層 西小磯の切通しで,大磯層に不整合で礫まじりの砂岩がのってい

るのが観察される。小島 (1954)は これを二官累層の基底とした3大磯層の運動の影響であろう。二

宮累層の一般的傾向より急な角度で北東に傾斜している。

a-2 中里砂岩泥岩互層 二官累屑の主要部をなす。もっばら掲色のしまった砂岩で,数枚の軽石

やスコリアの薄層を扶む。大体水平であるが下位層に影響されて傾く部分もある。修道院付近では貝

殻の月ヽ破片や巣穴程度が見られるが,中里,妙見のあたりでは員や腕足類を多産する。大塚 (1929)

はこれを詳 しく調べ長沼統と対比して中部更新統としたc

私は中里付近の砂岩の有孔虫を調べ,第四紀の指標 G10bOrOtalia ttuncatulinOides,そ の他を同定し

得た。

b. 万田砂礫日 本層は上万田の南の崖,修道院のJヒの一連の崖,及び生沢の西に狭く厚く分布す

る10度程度傾いた砂礫層である。河成層と思われ,安山岩やグリーンタフやバ ミスの良く「 1磨 された

数C籠以下の小礫がぎっしり詰って成層している。化石は未発見であるが,ロ ームに不規則な境界をも

っておおわれている。地形等から下末吉期と推定されている。

C. 関東大山灰層 調査地域は広く大山灰層でおおわれている。解析度からみて比較的古期のもの

から分布しているようだ。ここでは詳しい調査は行なわず,簡単にその分布を定めるにとどめた。地

形的検討を含め今後さらに調査が必要であろう。

あ とが き

本地域:ま露頭条件も良くなくて,分布する地層も広い時代にわたってぃるため,疑 ||り 点も多く残し
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て しまった。今後の課題 として持 ってゆきたい と思 う。多 くの御批判を頂ければ幸である。
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